
 

新学術（公募）－４ 

研究計画・方法	 	
＜令和４(2022)年度の計画と令和５(2023)年度の計画に分けて記述すること。＞ 

	  

本欄には、研究目的を達成するための研究計画・方法について、令和４(2022)年度の計画と令和５(2023)年度の計画に分けて、

適宜、文献を引用しつつ焦点を絞り、具体的かつ明確に記述すること。ここでは、研究が当初計画どおりに進まないときの対応な

ど、多方面からの検討状況について記述すること。（２頁以内） 

また、研究協力者が参画する場合には、研究体制の全体像を明らかにするため、必要に応じて、研究代表者の役割のほか、研究

協力者（海外共同研究者、科研費への応募資格を有しない企業の研究者、その他技術者や知財専門家等の研究支援を行う者、大学

院生等（氏名、員数を記入することも可））の役割についても記述すること。なお、研究期間の途中で異動や退職等により研究環境

が大きく変わる場合は、研究実施場所の確保や研究実施方法等についても記述すること。 

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


